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●
は
じ
め
に

　

日
本
の
研
究
機
関
に
よ
る
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ

（
Ｉ
Ｒ
）
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
時
点
で
九
〇

近
く
が
公
開
さ
れ
て
お
り
、
数
の
上
で
は
世
界
で

第
四
位
に
位
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
Ｉ
Ｒ
に
収
録

さ
れ
て
い
る
本
文
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

Ｉ
Ｒ
の
検
索
画
面
は
も
ち
ろ
ん
、Google

等
の

検
索
エ
ン
ジ
ン
や
、RePEc

（
経
済
学
分
野
の

プ
レ
プ
リ
ン
ト
サ
ー
バ
）
等
の
分
野
ポ
ー
タ
ル
か

ら
検
索
を
可
能
に
す
る
な
ど
、
各
Ｉ
Ｒ
が
自
機
関

の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ビ
ジ
ビ
リ
テ
ィ
を
向
上
さ
せ
る

た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

国
立
情
報
学
研
究
所
（
Ｎ
Ｉ
Ｉ
）
は
、
ビ
ジ
ビ

リ
テ
ィ
向
上
の
一
方
策
と
し
て
、
Ｉ
Ｒ
の
メ
タ

デ
ー
タ
（
書
誌
情
報
）
を
収
集
し
、
日
本
の
Ｉ
Ｒ

の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
ま
と
め
て
検
索
で
き
る
サ
ー
ビ

ス
「
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
（
ジ
ャ
イ
ロ
）
＝
学
術
機
関
リ

ポ
ジ
ト
リ
ポ
ー
タ
ル
」
を
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
に

試
験
公
開
し
た
（
図
１
）。
二
〇
〇
八
年
一
二
月

時
点
の
コ
ン
テ
ン
ツ
数
は
、
八
六
機
関
、
約
五
七
万

件
で
あ
る
（http://jairo.nii.ac.jp

）。

●
何
が
検
索
で
き
る
の
か

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
で
は
、
学
術
雑
誌
論
文
（
全
コ
ン
テ

ン
ツ
数
の
約
三
〇
％
）、
紀
要
論
文
（
約
四
〇
％
）

の
ほ
か
、
学
位
論
文
や
科
学
研
究
費
補
助
金
の
成

果
報
告
書
、
会
議
発
表
資
料
等
、
従
来
は
入

手
し
に
く
か
っ
た
文
献
や
、図
書
、画
像
デ
ー

タ
等
が
検
索
で
き
る
。
ま
た
、
全
体
で
六
割

以
上
が
本
文
へ
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
で
検
索
で
き
る
収
録
コ
ン
テ

ン
ツ
や
各
Ｉ
Ｒ
の
詳
細
情
報
は
、
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ

Ｏ
か
ら
リ
ン
ク
し
て
い
る
「
Ｉ
Ｒ
Ｄ
Ｂ
コ
ン

テ
ン
ツ
分
析
シ
ス
テ
ム
」
で
確
認
で
き
る
。

●�

ど
ん
な
検
索
が
で
き
る
の
か

　

例
と
し
て
、
検
索
対
象
資
料
種
別
で
「
学

術
雑
誌
論
文
」、「
紀
要
論
文
」、「
テ
ク
ニ
カ

ル
レ
ポ
ー
ト
」
を
選
択
し
、
検
索
対
象
機
関

を
「
一
橋
大
学
」
と
「
日
本
貿
易
振
興
機
構

ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
」
に
限
定
し
、「A

sia

」

杉
田
い
づ
み

日
本
の
Ｉ
Ｒ
を
ま
と
め
て
検
索
！
─
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
ご
紹
介

図１　 JAIROトップページ

図２　JAIRO検索結果一覧画面

IRDB分析システム
へのリンク
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と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検
索
す
る
と
、
検
索
結
果

は
二
五
六
件
で
あ
っ
た
（
図
２
）。
デ
フ
ォ
ル
ト

の
表
示
件
数
は
一
〇
件
だ
が
、
最
大
二
〇
〇
件
ま

で
変
更
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
検
索
結
果
の
並
び

順
を
変
更
し
た
り
、
選
択
し
た
検
索
結
果
を
保
存

し
た
り
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　

タ
イ
ト
ル
の
部
分
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
詳
細

画
面
が
表
示
さ
れ
、
抄
録
や
キ
ー
ワ
ー
ド
な
ど
、

よ
り
詳
細
な
情
報
を
参
照
す
る
こ
と
が
で
き
る

（
図
３
）。
本
文
に
ア
ク
セ
ス
す
る
に
は
「
本
文
フ

ル
テ
キ
ス
ト
へ
の
リ
ン
ク
」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
。

ま
た
「
資
源
識
別
子
Ｕ
Ｒ
Ｉ
（
ア
イ
テ
ム
表
示
画

面
へ
の
リ
ン
ク
）」
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
そ
の

コ
ン
テ
ン
ツ
を
公
開
し
て
い
る
Ｉ
Ｒ
の
画
面
が
表

示
さ
れ
る
。さ
ら
に
、著
者
名
や
雑
誌
名
を
ク
リ
ッ

ク
す
る
と
、
イ
モ
ヅ
ル
式
に
関
連
コ
ン
テ
ン
ツ
を

探
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
に
は
簡
易
検
索
の
他
に
詳
細
検
索

（
検
索
項
目
の
指
定
が
可
能
）
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ

れ
英
語
の
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
イ
ス
も
あ
る
の
で
、
海

外
の
ユ
ー
ザ
か
ら
も
利
用
し
や
す
い
と
思
わ
れ
る
。

●
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
今
後
の
展
開

　

Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
に
は
、Gyro-

com
pass

（
羅
針
盤
）
の
よ
う
に
日
本
の
Ｉ
Ｒ

の
現
在
と
未
来
を
指
し
示
し
た
い
と
い
う
コ
ン
セ

プ
ト
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
サ
イ

ト
を
訪
れ
た
ら
日
本
の
Ｉ
Ｒ
の
こ
と
が
な
ん
で
も

わ
か
る
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
と
し
て
、
今
後
さ
ら
に

利
便
性
を
高
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
Ｉ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
ア
ク
セ
ス
ル
ー

ト
を
多
様
化
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｉ
Ｉ
が
提
供
す
る

他
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
Ｉ
Ｒ
の
コ
ン
テ
ン
ツ
の
リ

ン
ク
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
一
環
で
、
二
〇
〇
八

年
一
〇
月
か
らCiN

ii

（
サ
イ
ニ
イ
・
国
内
最
大

級
の
論
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
と
Ｉ
Ｒ
の
連
携
を
実

現
し
た
（
図
４
）。
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｒ
Ｏ
の
メ
タ
デ
ー
タ
の

う
ち
論
文
系
の
コ
ン
テ
ン
ツ
「
学
術
雑
誌
論
文
」、

「
紀
要
論
文
」、「
一
般
雑
誌
記
事
」
がCiN

ii

か
ら

検
索
で
き
、
検
索
結
果
か
ら
は
Ｉ
Ｒ
に
リ
ン
ク
が

張
ら
れ
て
い
る
。
論
文
と
い
う
切
り
口
で
コ
ン
テ

ン
ツ
を
探
す
場
合
は
、CiN

ii

を
ぜ
ひ
お
試
し
い

た
だ
き
た
い
。
こ
の
他
に
も
、
科
学
研
究
費
成
果

公
開
サ
ー
ビ
ス
の
Ｋ
Ａ
Ｋ
Ｅ
Ｎ
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と

Ｉ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
連
携
等
を
計
画
し
て
い
る
。

　
Ｎ
Ｉ
Ｉ
の
使
命
の
一
つ
は
、
大
学

等
の
学
術
機
関
と
連
携
し
、
次
世
代

学
術
コ
ン
テ
ン
ツ
基
盤
を
共
同
で
構

築
す
る
こ
と
で
あ
る
。
各
学
術
機
関

が
蓄
積
・
公
開
し
て
い
る
有
用
か
つ

膨
大
な
学
術
情
報
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
リ
ン
ク
し
、
付
加
価
値
サ
ー
ビ
ス

と
し
て
社
会
に
還
元
す
る
こ
と
に
寄

与
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

�　
　
（
す
ぎ
た　

い
づ
み
／
国
立
情

報
学
研
究
所
）

図４　CiNiiからIRへのリンク

図３　JAIRO検索結果詳細画面

中略

IRへのリンク


